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志賀原子力発電所 原子炉施設保安規定の主な変更箇所について 

 

 

１．新検査制度の導入に伴う変更 

新検査制度は、事業者自らが安全確保の水準を高めることを目指し、原子力

施設の安全確保の一義的責任が事業者にあることを明確化した上で、規制機関

が独立した立場で事業者の全ての保安活動を監視する制度です。当社は、新検

査制度に適切に対応すべく保安規定を変更するとともに、今後も高い安全確保

の水準を目指し取り組んで参ります。（以下、主要な変更箇所） 

（１）品質管理基準規則の反映に伴う変更 

原子力規制委員会が新たに定めた「原子力施設の保安のための業務に係る

品質管理に必要な体制の基準に関する規則」（品質管理基準規則）の内容を反

映するとともに、事業者検査の信頼性を高めるために検査の独立性の確保※等

について規定。 

  ※検査対象となる機器等を所管する部門に属する者とは異なる部門の者が

検査を実施 

（２）施設管理への変更 

現行保安規定に定める「保守管理」に設計及び工事段階の活動を加え、「施

設管理」として施設全体を管理するとともに、使用前検査が使用前事業者検

査に変更されることに伴う事業者検査に係る事項を規定。 

（３）保安活動の明文化 

   現状行っている保安活動（運転管理、燃料管理、放射性廃棄物管理、放射

線管理等）について、遵守すべき事項を明文化。 

 

 

２．職務の見直しに伴う変更 

  志賀原子力発電所内組織の職務見直しに伴い、初期消火に関する業務を所定

の課に一元化。 

 

以 上 


